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2 Fp-13 着衣の帯電性に関する消費科学的研究

文化女大家政　　○飯田　由紀子　岩崎　房子　田村　照子

被　　服

＜目的＞身のまわりにある様々な布地の帯電性、及び市販被服の帯電防止加工、静電気防

止スプレー、柔軟加工剤の制電効果について、装置実験及び着用実験により検討した。

＜方法＞装置実験では、まず、市販の16種の布地を対象に、JPK-1静電気微物採取器（春

日電機製）により布地表面を強制的に帯電させ、この時の帯電電位及びその減衰時間を集

電式電位測定器（春日電機製）で測定した。環境条件は20℃、65%である。次に、帯電防

止加工の効果を検討するため、ストッキングの帯電防止加工のあり・なし、未加工ポリエ

ステル裏地にスプレー加工・柔軟加工を施した場合、さらに帯電防止加工スリップの洗濯

前・洗濯10回後・洗濯10回後スプレー加工を施した場合について、同様の実験を行なった。

着用実験では裏つきスカート、スリップ、ストッキングのスプレー加工あり、なしの２条

件で、歩行時スカート表面の帯電電位と減衰時間及び大腿部の皮膚蒸散量を測定した。被

験者は健康な成人女子４名で、環境条件は20℃、40%である。

＜結果＞１．繊維の水分率が高いほど帯電電位が低く、放電しやすい傾向がみられた。し

かし、水分率の高い絹の帯電電位は高かった。2 .ストッキングの帯電防止加工のあり・

なしの帯電電位には有意な差は認められないが、加工あリストッキングは放電しやすい傾

向がみられた。3 .ポリエステル裏地に加工を施すことにより帯電電位は約1/2に減少し

、すばやい放電を示した。4 .洗濯10回後スリップの帯電電位は洗濯前に比べ約1.5倍に

なり、スプレー加工で洗濯前に復した。　5 .皮膚の蒸散量と帯電電位との間には負の関係

がみられ、皮膚が湿っている人ほど帯電電位が低い傾向がみられた。

2 Fp-14 金属加工綿製品の真菌に対する抗菌力

　　　　　　　　　　近畿大豊岡短大　゜中島照夫　竹内善和

　目的　前報1. 2)では、綿セルロースの水酸基にコハク酸をエステル結合させ、これに銅

、亜鉛、鉄(2、3)イオンを処理した金属加工綿製品の製造法と細菌に対する抗菌力に関し

て報告した。今回は、これらの金属加工綿製品の真菌に対する抗菌力に関して検討を行な

うだけでなく、市販抗菌防臭加工製品の抗菌力とも比較した。

　方法　綿布および綿靴下をDimethyl sulf oxide(DMS0)20ine/g布とN･N-Dimethyl benzyla

mine(DMBA)0.3m2/g布にコハク酸(0.2～lOg/g布)を溶解した混合溶液(浴比1:20)中に15時

間浸潰処理した。浸潰液を除去後、アセトン溶液でDMSOとDHBAを洗浄してカルポキシセル

ロースを調製した。これを0.5M一酢酸緩衝溶液(pH4.6)に溶かしたO.IM金属塩溶液(浴比1:5

0)中に24時間浸潰し、時々攬押した。そして蒸留水Ｈで5回洗浄し、金属加工綿製品を作

製した。抗菌力試験は、真菌生育生育抑制試験法の一部を改良して行なった3, 4)。

　結果　いずれの金属塩で処理した場合でも、コハク酸処理量を増やすに従って金属吸着

量が増加し、試験布上に接種した真菌の生育は抑制された。この傾向は、亜鉛＞鉄(2)＞

鉄(3)の順に顕著であった。金属加工綿製品の真菌に対する抗菌力は、最近市販の抗菌防

臭加工製品と比較すると、亜鉛加工綿製品では優れていたが、鉄(2)、鉄(3)加工綿製品で

は同等か、あるいはそれよりも劣っていた。
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